
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
“プレイバック” : 推理小説界における歴史的老衰

Author(s)
スミス　ブレット,

Citation
日本語・日本文化研修プログラム研修レポート集 , 1990 : 171 -
176

Issue Date
1991-03-01

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00039294

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00039294


) - ( 

m プレイ／ぐ v ク H 一千世哩小言見界／之内‘げ Z 歴』左前乏事

ス 1λ ・フレ ν ト

支挙寄守中ず lJ: ，推理小説の鹿児よりきるくペフ t ヲ 8どな ι1 r：·‘ 3 うれ。
欧 ;i: の品物ヲ，レ！の 1 3 塀傾向マ小説pぐ I ? l/. I 与に千iJ ~T 1" ヂz ，日平
の長抑ヲ t 今 I.I I ? .2 .3 /:ii-lユ到 J J r’千＇ 1行士子L r,f IJ ＼ ’ R 今 z• I モの歴
史 lJ 同をえ今主 τ最小手 IJ ぜんなに長くはな ，＿ I 1/σ ．佐野的 Iニ I J と Z 7& 3え行
？穴レ，／今昔ち丹そらく丈撃の中 i· －者人医｛， Qぐ巧 3 分、野 τ.. Jう 3 う。
日系で‘ l工品jfL ，丈すなフ”－ ／.＞.... τ 博レ τ レ＼ ~。タJ え ri＇，推理小説勺刊行
l J: 平均 μι 月小説30事F i• ，短算，，、言兎与 D ずyτ‘巧~ 0 ゼの」ニ，毎 tif っ~
0'f ll .:2 D ‘ ooo.  OOC' 手yt:~九 Z I.,／主。畝米之、・ l I, イギ リス q 7 
f 寸・ 7 ’l ス千 f t:r t! 月干す‘／着狗訳す千L r 刊行マ t 7 1-/ j 作豪？.＂，害
事以外 Iユ l工程誇で・ t し11 巧 2 ベ‘スト，セ 7 ・ If ス件勺 rイ主主 6 の τ レ 1
3 。 ? tf スティヲ~?f'f LJ イ可巧イ昔、事p ~ l!IX－え Z (,/ ;] 。 ぞ今イι I~ ち有 ）＆ v 言Z
W よく干香理小言見。、 5 岐阜やすレ U ・ドラマ l t 才ヂし τI-/ ;S • 1;~ 主L t:l . 8 

J手ず（J ，不要湯 ;t: 史勺 γ 里、瑳守手伝唄」，不ι平靖子長今「右円夜賃 J など
は千レ t:'.' • f...＂ ラマ i ご Eえイ戸才子L I E史~ I" l:l ，アメリカ勾ハー lレ ρ ．ポ、イ

lレドの作家今／＼〆ャ卜 ι 千ャシドラー勺ノl、言＇！l, r <' fレタ今語、 J ，「え
し1 な S B昆 ＇｝ 」などが、入信勺巧 J ll~ 豆、にな，尺。 ＇（，. 5" 3 ん，仁、イ lレヲシ
ヤ J 口 ν7 ・ ;r, ~ A ス“＼＂ 7 ，，ス干イ勺ノj，す見 v ；·、〆有 5b な f ラマ~ 9~ ~ ,, 
t同下さ千し T亡と ι ｛エ言うま τ‘ち七I・ L. ＼ 。

ニ
る
γ

レ
説
九
レ
丸
小L
T』

パ
長
汀
’
M
7
小
Z

一
ま
主
h
H哩
寸
躍

「
れ
い
だr
哩
叶
宣
店
主
B
推
石
沼

ヲ

p

だ
2
d
帯
グ
r
Z
E

な
類
E

長
蜜

s
w
一
す
似
つ
J
聖

J的
害
フ

作
乏
詩
句
切
干
場
午
、
J
尿
什
務
「

ラ
向
乏
主
守
山

M
H
勺
事
d
rや
’

3

言
趣
中
う
鼎
’
J〈
、
r
z
J

は
H
W

ι

周
7

目
古
ι

犯
ヨ
ジ
品
ノ
才
備

だ
説
場
〆
ほ
巧
d
p、
、
ご
今
リ
標

、
戸
小
品
別
一
五AY
A削
－
ル
る
‘
不
洛

ケ
理
主
ポ
ミ
」
斤
エ
ル
く
がτ

イ
推
は
’
，
，
人
「
リ
「
引
に
叫

4
7
。
－
月
し
紋
〆
7
は

E
ヲ
恥
り

の
た
点
以
－az祝
詞γ
J

山
ワ
ザ
イ
J

か
寸
に
・

ス
－
h

，
の
兎
位
制
E
m

ノ
リ
浪
。
J

H
・
・7
、
／
￥
’
t
E

ゲ
企
説
ポ
泊γ
3

偵

ず
骨
一
フ
’
J

ル
員
小
ゲ
説
，t
探

イ
呈
ア
τ

人

4
u
r項
A
V小
才
7

’
が
・
し
殺
「
ノ
推
ス
回
附

t

匂

バ
ワ
説
一M
’L

ヲ
。
」
口
、
戸
新
家
コ

よ
れ
ず
。
針3
d
説
－
、
フ3長
ル

H
m
J

円
ト
う
ゲ
叶
ウ
ポ
フ
す
っ
「

2
J

ヱ
パ
川
ル1
z

’
’
ι

材
’

ヴ
ジ
A
ソ
ι

乞
九
ジ

u
t
年
主
耳

J

与
引
月

F
H
υ
rも
ロ
ょ

4
r
b

芭
劇

／
、
フ
川
1
τ

口
M

－
に
J
O
聞
は
悲

¢
・
メ
当
誌
と
一
』
p
o臨
τ
A
J

p
o
一
ア
玄

J
M位
付
紙
／
ヲ
し
出
町
。

f

ピ
’
人
久
佑
マ
手
。
走

L
河
r
M
M

ナ
γ

弘
ア
勺
「
巳
作
家
説
r
也

、
ぅ
’
周
一
’U

な
特
化
に
と

Jぽ
豆
g
4
d
hと
た

J
P
勺
井
，h
｝
パ

た
象
束
。
吾

作
法
’
S
E

z
t
J
加
え
」

ま
な
詰
い
事

陽
J
挿
乞
被

川
A
2
3
3巳
梓

村
＃
す
ず
問
。

時
特
開
閉Z
宰
3

北
「
に
’
r
F
4

明
困
問
符
Aわ
が
子

ほ
中
和
山
ぢ
鴎
猪

股
は
2

つ
一
世
義

生
く

J
九
E
ι

ゲ
ル

勺
古
一
ま

J
Wト
ヲ

説
’
e

跡
、7

J
小
レ
に
今
仁
ヲ

m
qが
ど
説
E
Z

推
レ
な
小
五
豆
r

f
v
e
J
d
唱
と
比

岸
3

亭
推
’
ミ

日
巧
町
内
／
は

b
d

r
T
喰
是
・
J
ゆ
’

ほ
珂
ノ
党
目
撃
丹

‘
；
・
：

l

τ
π
ト
『

3
m
L

叫
巧
3
ι
7

時
限J

東
小
ら
ず
局
安
仇

な
ざ
に
「

d
h
ソ

巧t



(2) 

ニ
雄
ば
’
t

Z
M仇
『
う
ぷ
十
』

庵
翻
い
れ
’
訣

同
ノ
ク
ー
だ
鮪

ル
ー
初3
、
／
日
日

イ
押
・
な
り
夫

マ
居
ι

コ

ι

「7

’
府
’
ロ
叩

又
川
川
昭
ル
作

リ

H
Z
イ
司
，

ク
来
レ
、
ト
ど

ヲ
荷
主
’
な

、
タ
ほ
J

一
〉

シ
孔

J
m。
不
’
ト

、
フ
－
J
手
』
「
フ
タ

rイ
。
前
川
・4
0
ス

Jが
ら
ら
な
z

拶
1

レ
れ
す
，h
寸

免
顕
τ

，
〆

切
と
’
民
仏
、
「

科
J
入
作
マ

1

7

 

’
e
ι

ワ
一

U
玖
4
m先
げ

矧
ゑ
明
有
フ

ゑ
舗
即
’
の
F

の
ノ
和
り
芳
、
／

M
H「
巧
面
一

巧
レ
ず

r
付

、F
e
e－
’
叙
説
ザ
ゲ

江
乞
小
芋
．
。

霧
畑
培
伶K
わ

ポ
リ
f
ι
今
年
一
’
ル
士
’
世
誌
色
料7
0
T
Y

短
め
ι
栄

3

死

J
x
f
Jアド
モ

b
oげ
た
一
行
レ
耀

J
u
t

’
O
A

’
続U
或
が
可
句

、J
ィ
，
．
，

7

グ
一
エ
ポ
刊
F
－
r

発
備
r
o

て
う
是
は
主
説
蒜
乍

り

r

年

l
r
t
b
0・
’
将
ポ
巴
は

L
M
探
3
Q

不
が
フ

E

が
小
ヒ
自

コ

τ
ρ

イ
守
、
／k
m
ノH菅
作
。
ズ
ラ
詰

a
m干
の
教
は
兎
も
儲
街
説
哩
々

。
レ
ク
ウ
断
。
・
初
A
ノ
ご
日
山
内
ト
物
勾
る
あ
ル
説
E

ハ
礼
小
碓
村
せ

た
評
a
o
N卜
守

3
A

力
厨
穿
レ
－
ス
ヱ
術
的
，
K
イ

J
久
ス
理
町
線
同
士

げ
を
／
工
あ
ワ
叶
。
リ
茨
ヲ
場
ホ
「
ず
～
俗
T
P
勾
r
〈
レ
唯
矩
ユ
泊

と
乱
。
「
巳

Z
3
J
ハ
β
z

－u
笠
’
ポ

A
4
吋
官
止
手
’
巴
主
ザ
原
勾
孟
細
川

Z
ご
巳
’

R
ι

孔
ア
ち
だ
ゃ
れ
芭
鷺
－
－
く
目
、
ヲ
巳
勺2
長
岡
ル
E

歩
げ
ぺ
τ
し

T
、
弓
’

Aり
ん
「
傾
ι

お
L
fド
ィ
姫
β
7
F
予
定
ル
γ
7
7
だ

盆
1「
、
込
レ
並
な
毘
ほ
・
二
詳
フ
＼
1
’
ヲ
は
’
・
な

r

－
朱
・
角
川
ワ
ム

ス
斗
ヒ

ι

金
山
一
析
がmワ
バ
マ
爪
危
五
山
出
品
五
パ
〈
孔
F
H日
記
ず
ふ
喪
－
ィ
一

M
m才
」
図
が
刺
主
、
フ
巧
．
可
。
矩
の
一
今
『
ヲ
レrb米
．
。
爪
、
ァ
不

説
リ
ヲ
意
川
被
推
w住
吉
ず
ク
舟
巳
切
吃
ぅ
・
ヮ
忌
引
人
絹KP
巳
3
A
Y

々

i
mェ
ー
ν
乏

F
な
u
ι

説
り
桶
’
説
。
色

ι
続
完
九
円
F
，
し
凶

y
r
τ

理
－
q

説
ロ
サq
レ
」
小
。
ロ
看
れ
口
九
日
年
し
！
に
J
撮
Mつ
喝
号
ム
門
が

推
F

南
小
今
様
新
什
怒
ら
一
r
v

閉
’
3
4明
脅
す
？
ホm
v
，
菅
川
－
uル

A円
・
最
哩y
t
？
事
棺
札
世
勺
ぱ
ヱ
川
世
y

若
t

－
？
と
t
t

’
不
イ
。

米

T
t

暗
’
ヲ
中
ス
蕩
寸
シ
舟
時
守
ι
r
z

’
q

中
。
さ

q

問
、
ド

R

欧
’
レ
な
ポ
ぐ
の
－
長
伝
m
y位
は

7

的
町
／
み
よ
、
シ
作
氏
嘩
契
勺
E

正
し

十
て
戸
的
巳
め
史
ワ
ヲ
、
哩
ル
毛
樗
ι

足
’
初
日V
亨

r
ぴ
執
〆

F
閉
t

桁

ι

レ
初
場
レE
F
歴
ス
初
ι

イ
ず
瓦
が
決

u

は
い
川
、
原
丈
レ
涜

ι

こ
ま
引
州
立
判

3

長
間
取
手
手
。
今
、
／
目
警
官
ド
目
ら
た
〆
ぇ
7

作
長
主
芝
ん
タ
が
い
？
激
E

入
発

A
Y
Z弟
未
説
z
z
認
r
冷
，
レ
フ
員
制
一
の
r
M印
刷
開
宣
7
a

，
こ
刺
防

作
芝
一
説
ぁ
，
ι
結
J公
ワ
エ
府
E
F
H
既a
く
丈
’
M
m人

O
L

く
理
長
’
＃
d
v、
フo

，
。
T

M
W」
れ
初
」
j
理
一
－M
勾
，
，ny
q

ほ
ワ
’
巳
”73
一
昨
』
職
、

J
説
p
之

7
4
4
J
H

略
尼
僧
d
v詑
？
碓
けι弘
、
／F
吃

v
v
tり
え
’
ノ
八
3
h
Fに
小
守
？
ワ

Z
，
一

ヰ
長
探
ザ
人
勺
’
h
r
「

K
Wイ
F

針
，d何
万
－F
与
、
J
o
え
事
J
フ
理
的
／
／
為
，W
不

明
日
向

J
L
P
M山
口
前
ー
ホ
ウfr

桁
場
時
E
I
r
o

獄
、
執
ご
推
く
ま
巳
と
で

「

λ

け
に
吾
作
、
／
セ
ド
孔
刊

ι

ト
ド
樗
ス2E
諒
う
第
乃
な
え
ご
ま

テ

J
m守
モ
査
巧
属
し
草
J

「
入
。
Nト
t巴
惜
可
肘
阿
川
新
町

z
h
ラ
祐
的
ス
，
3
r

干
し
げ

9
4
y
d
tげ
先
日
く

ち
鳴
今
川
説
利
一
口

u

ぼ
ラ

も
を
有
小
’
プ
勾
時
、
ド

な
M
r特
碍
は
ぐ
に
t
w
Lピ

守
寸
、
一
曜
い
い
山
v
向
日
広
し

’
律
ト
一M
t
τ
倒
徹
一T

停
ク
タ
現
博
u

圧
倒
良
川

市
博
ィ
文
は
？
僻m
M
V〈
八

局
、0
・
’E

も
イ
モ
ロ
凶
喝
の

勺
ふ
干
味
ザ
’
註
作
モ
代

ス
一
’
意
、
二
か
簿
τ

南
町

H
H

は
J
d

－
一
宮
友
、τ
f

d
T
同
J
r
－
ぁ
，H

存
ほ
ん
い
口

イ

L

－
’
巳
一
に
訴
法

同
J
Y
H
γ

し

T

的
こ
－
3
J
。

人
一
主
う
作
ヲ
善
之
戸
フ
の
ミ

一
一
川
勺
毛
創
工
。
．
れ
と
も

、
フ
ア
虻
主
の
じ
S

ょ
っ
。
『
」
，
，

も
と
粋
寸
、
一
験
再
政
主
見

い
父
、
－
開
玄
R
M

勺
叫
・
も

期
紳
ウ
官
民
』
ロ
味
側
守
し
代

末
、
ご
フ
E
H川
税
亡
ノ
偵
し
ど

う
ワ
プ
理
フ
株
主
探
岡
山
出

化
－
フ
ユ
稿
。
F
に
ι
採
」

時
γ
結
聞
な
る
d

し
と
制
定
ポ

寺
町
，
，
・

1

ル
九
t
T

八
可
、
一

問
、
r
も
・
力
主
リ
旨
’
犯
恥
川
口

ト
ー
州
、
、

J
U
E
け
I
H
U
コ

。
，u

弓t



(3) 

、黄金時代。

V
L
J
b判’
判
官
町
d
r’

H河
瀬
日
前

J
r
？
作
ス
論
ノ
ヲ
星
え
象
一
企
札

J
V
7ほ
ヲ
ぐ

f一
‘
詫
司
よ
い
ゲ
靖
的

削
れ
し
犯
－
一
「
ノ
パ

z
p
き
－T
堺
ス
理
。
ず
り
喧
q
w
ル
J

琴
丹
作
品
向
ノ
収
イ
雑
人
一
一
ν

ゲ
て
？
な
ヴ
斗
不
治

時
来
イ
八
十
／
ほ
，
札

A
V
m
yヌ
な
り
荏

E

－
－
二
人
ウ7
ミ
ド
で
さ
－b

勾
ピ
戒
乙
小
指
牧
殺
イ
は
も
－

P
談
責
ド
ハ
松
扶

を
到
殺
の
う
3

ふ
る
栄
ミ

A
q

？
原
町
ヤ
肘
最
たh7
〈
イ

J
t

カ
デ
ド
血
ド
－

L

？
予
註
入
小
・
戎
－
K
4
T
勺
や

t
R
く
「
帯
4
b
／
レ
氏
繁
t
R
V

長
関
イ
ル
－
ま
け
1
「
口
件
々
リ

h
v心
「
－

d
耐
え
げ
e
H
い
勺
今
、
－
水
ヰ
ホ
存

、
や
巳
瓦

0
7

・v
e孔
の
品
本
巳
皮
荷
E

セ
イ
’
’
ト
た
ケ
事
た
メ
」
イ
守
ハ
つ
う
リ
．
れ
る
民ks
A伊
－
い
い
H
A
付
m
p

句
、
フ
孔
川
、gJ
1
L

抗
議
u

’
不
省
令
フ
写
年
な
叫
ア
r人

B
7

、
設
ポ
時
今
一
高7
U
れ
考
司
ル
八
み
両
社
げ
併

設
工
十
三
戸
川
f
川
日
干
し
と
許
本
』
’
も
一
司
J
r
o随
喜
「
綾
な
な
弓
・
ド
は
者
・
子
・
ど

t

ゎ
・
、
任
イ
）
て
ソ
？
的

・
小
山
川
行
江
Z

に
フ
執
理
のh
h

蒋
z
x

柁
問
、
宏
之
文
M川
〉
、
／
口
力
・
子
一
－m

品
い
れ
乞
．
す
・
，
っ
知
〕
小
、
問
レ
£
説
緋

理
作
刊
’
’
弘
前
代1
帯
数
註
「

ι

川
時
賢
淑
タ
ホ
勺
セ
。
V

回
・
有
情
ハ
こ
後
み
、
－
〆
る
寺
山
ド
ド
ノ
八
年
洋
ノ
ル
泊
料

曜
時
b

付
与
く
J

以
り
第
乃
そ
が
－
d
T
q

’
勺
／
そ
こ
に
、
戸
陀
つ
マ
子
、
一v、
丸
い
7
u

ぃ
来
一
〈
ん
州
大
建
千

．

1
今
年
，B

主
可
作
、
、
長
’
ミ
ヴ
ヨ
イ
設
ほ
・
針
。
，
う
九
ぺ
は
，
人
一
」
も

k
o
p－
v

て
（
マ
解
ハ
バ
ミ
衆
推
歩

米
・
説b
o
叫
汚

τ
事
乏
の
は
」
フ
ピ
ず
小
ヨ
い
ぐ

7
p
・4
η
r説
之
ロ
緩
勾
肩
車
料
品
J
’
来
れ
ち
ヲ
、
人
二
八q
直

前
町
小D
σ
τ
ι
レ
の
，
一
関
材
、
奥
品
川

U
Jア
ま
傾
ュ
ホ
辺
し
ヲ
筏
が
’
れ
九
「
吹
リ
ツ
吟
呼
称

h
l

』
A慨
し
伎
イ
i
不
自
1

r
理
。
。
，
h
説
川
後
皮
母
。
事
ゥ
え
い
い
叩
w
q千
羽
表
坪

τ

、
r
A明
主
－sd
fぃ
今
よ
い
v
b
件
・
本
吉U
町
長
h
r
・
一7
扶
臼
A

は
誰
／
，
号
ト
小
9
B献
の
O
た
の
伝

t
T
q
今
l

司
，W
乾
7

ゎ
，
4

裸
牧
、
／
糸
口
役
う
得
ば
ι

い
て
し
3

リ
ネ
印
私

下
工
作
今
川
町
一
理
す
勺
ヘ
ユ
’

A
1
0
札
、
代
悶
一
’
L

．
例
宅
／
初
ダ
有
今
一
「
停
－
L

い
大
え

μい
し
し

e
V
7
建
一
鴨
川

ま
，
血
警ι
雄
円
ト
説
7

な
日
一
臥
ユ
v
t

時
国
ペ
ル
搾
」
7
w

’
り
信
イ
第
＃
ト
う
は
加
川
什
バ
・

μ
I
う
れ
リ
推
『
フ
マ

同
内

e’e
r閉
説
A
J
E
〉
小
／
七
勺

f

で
金
要
一
ミ
今
一
府f7
L

メ
年
ク
長
山
川
町
い
説J手
玖
。
う
つ
で
w
rド一

。
不
明
瞭
小
物
史
レ
碍
位
ロ
凹
ト
。
／

J襲
は
じ

f設
事
ほ
h
7
γ
o
E

一
ノ
八
メd
y小
・
・
つ
殺
宿
れ
あ
う
守
一
〉
子
。

4

日
頒
理
最
リ
ト
雄
的
作
、
ごS

，
杵
‘
半
は
」
小λ
、
更
け
ヴ
む
さ
巳
芽
殺
ハ
－
産
品
事
え
？
？
憂
1
『
フ
マ
内
’
る

q

’
’
措
m，
，
一
丁
下
の
案
U
L
H
γ

事
ミ
ヴ
｛
削
札
、
家
理
殺
（
ト
は
夜

7

ヲ
附
（
）
－
フ
推
でd
r
A
T為る
よ
訣
ド
千
／
八
い

i
L

ぽ
作
キ
ス
勺
来
約
的
ト
γ
、
『
う
は
吋
？
の
一
1
／
碓
－r・
0
U

百
二
／
米
ト
・
。
ド
な
尾
新
れ
川
せ
渚
小
〉
・
・
乙
勾7

・
、

、
与
のι
創
目
、
、
、
け
佐
一

r，
碑r
t
’
乃
叱4
力
作
コ
イ
た
イ
正
問
力
。
、
与
格
v

に
う
、
／
的
問
7
1
r

向
ら
読
史
？
ト
与
、
．
U円

か
u
ι
「r

十
『
レ
内
，
，
卜
は

ι
ふ
に
ば
仇
γ

ぃ
母
’
メ
’R
口
し
で
リ
’

m
’
キ
メ
て

υ
T
4仲
ぱ
‘
一
局μ川
、
推
ん
1
w

。
舎

町
。
口
、
初
し
命
、
J
J
件
像
託
、
戸
時
小
ル
，
。
、
一
Hト
ぐ
ク
と
」
メ

t
t
e
ハ
れ
い
て
4
1
本
内
t
b
リ
う
し
’

L

・
n
メ
主
主

3
叡
最
古
札
作
バ
と
作3
7
t
ち
イ
間
三
月
し
可
ア
食
品7
現
ゼ
h

、
ち
れ
勺

h
失
う
ヱ
扶
u
nむ
、
ヮ
特
ハ
H
V

え
れ
論
拘
ノ
ボ
呼
巳
・
匂
イ
作

7

・
に
？
笠
q

－
今
、
3
r

芝
日
’
く
。
し
方
う
つ
象
い
戎
先
日t
、
っ
読
h
h

・1
7

7
ち
評
不

J
a

－h
叫
二
市E
1
説
t
x
s
l
ナ
毛
よ
口
走

2
吟
ヒ

3
鵡
－
E
訳
作
基
代
主
人
し
も
ι
を
l
’
（
R
M
m欽

i
U
5

日
慢
賢
才
巳
務
ワ
説
ホ
u
t
r

訓F

－
停
ノ
ホ
円
い
イ
モ
主u
r
u
菅
る
命
綱
今
戸
市
ヨ
ロ
仰
夜
ヒ
右
き
内
庁
行
，
い
一
橋

k
r
勾
は
相
側
、
、
信
仰
す
枯
が
れ
的
が
れ
詑

R
R
r
曲
家
一T…
詩
惇
同m
1
1
W
す
守

b
レ
ド
註
本
特
て
ム
読
解
予
は
T

－
扶
午

η喝
υ

円
，s

’
’
ム



(4) 

I 1 a 0 与代，...＿入 3 I::. 、最後勺不祢ホ勾 g_I[ p ー（ア〆 ＇I カ）〆在冬
場し雫、 E 、 S ‘ f ードナー司 4f- i吏 τt ぺリ一‘メース〉‘主／ ＇／ースソマ
間作し r--. フラシスのシベ／〉も抑え司靖 fi:i TJ.＇ メゲレ、シ 1／ ース” E手ラ
柏崎て‘ ロス（ : 7 ィー＞ ) .，，て「〉〈勾ヲC·！＇／」、「 y 句党，4リ ..J 7 ィー〉
何「エジアト寸宇東勾級密」乞続 ＇1 1. イ案作三施表し k • 三吋 β寺，席、て‘ l 文
'" ~ 2 I司主守点トィFτ‘・ 8ううとヒ及 Z入、‘ロス JP''' 7 ベーシ勺別F弘子」ちると h f 文
一般I-, I lィ天寸らいてい？に. 

日序で l 1 ,, 賛金 a寺村”勺同 I：「新寄与」ヒ t う誰古里雑 tむ州 I 9 ょ o
昇 1 －：.脅'I 干 l 寸十1. T 、 マ勺 3 与 f反乱歩今「ニ舎を銅賞」戸・施抗日千島桜才 t1 r-.... 
翌与 tし多川「ニ森／.... ..J 、 「ヌヌ宝児 J 等ーイ宇 i’・ヒ ｛＂：.~ら声モ品7 今、イ下参手
業主失意し r－－. マれから乱歩州「 P 戒ラ秩／.... ~事件」てい~探偵哨智 ii、 2工
師三金iJ丘して、引手続き「 ω‘宮E t可吠」、「在不良裏勾散歩渚」、「／く閣
がi うー」等之穏ゑし T--. I ？之 F 与勺 7 月 I:. 11 初勺姥痛呆 r i'0 :f.＇里村‘軟」
を出版レ、既，－..臼卒推誼 rl、設界芽一八渚ヲ地歩工味、 f てい 7,. I ？ム
r 号暫くイ不羊して＼ I 7-,1;L. 歩州、「 7会厭 J 子·1友増し T 、そ今宣《 （＂；. ヰくも
• 1t1えし勺舌レ歩。ゥ丈主 '!J ＇－＇ イ叉わ nrｷ-. 

芹格ヰ在捜黄金時イ-t! .,, ＇ら ；？：－:t-A込書魚勺時代、へ

表朱 l" 7 1J'' -rt ' 7 1 ／スティ、エラソィ・アィー〉ら本林推定ぅ E. lli__ 

ド広場しれ I 9 .l- O 斗ィイ wH灸 1-i実~s寺内’ k 呼J：‘ヲ f t イええ 3 1 、 臼卒予・る
検3埠正ト吹· rti 木和／えらが、相次、 t 之、，秀イ子長局主将表し h 昭和之 0 与イT ~ 
？を~/3寺イイ乞折、し T いよ， F ‘ 7J "' ＇白フF 守境会 β寺川 （＂！. 永く t時わ、ァよか， r--.
実 7帯、 1 －：.「幻＊＇.？－ :I糾 _J at和 s;- 3 与ら t 戸円冷4井号 （ ~ 早起ゑフ門 7，「臼卒長苅
キ庄姐！ 1、投ベ‘スト ~9...1-r. え占ヒ、唱和 0 斗代I') ii' t!l.1 玄 F却しか乏 tプ門
ヴ＼ "'? , ab.和 I o ~トイで t ま r-- ！； 主r rtl豆tγ れ r--. 今みてu ' ( ，，、果民~郎勺
r 息死締役人尋イ千」、夢貯欠イF 「ド、 7‘t う‘マケ
O 斗 c-. Tよ 4 乞、 ？押しが .if Iずれ rt/>' ? r.－.. ，暗示。 01ヰイイ l 江F 川手し歩ヲ
時イ寸ヒ主去J 17"' I flt和之 O E干イイ 17:核三揖正史今戸寺村乞 Pf J ，＂ペオ Tい弔うう．
2 句？幻守寸 l" iE- 史ド‘ 3 訂屯ヲ号、l て、と今寸 1-:.. <1 I 1 4 衣与 （＂；.~ 版マ
十'l. r －，「 ~t阜殺八尋イ千」、 I I "1- 1 与 （ －，思表されれ「 4試門島」貯／金ま h
t いみ。 しかし昭和 iO 斗村後千（-, fj ~ ＼：：.イ"1 も洋 11”られて ~1.,/;l1. 

昭和 .2.. s 与＇＇ ( 1- 、戦前ドら探偵文章ヲ冴城ていめ， fぇ手ま耗・ r 軒育皇子」
も／稔刊し 1 いさ． 「－ .• f.1 与末よヅ魂イヒオハ Tベイエフレ抑 fr- 1.文革ヲぷ矢吹
Iτ 出版庁ト＇ －－も及払、＼ 与初来刻々不手九今度 E 噌し t夏期 I ＇：.至ってそヲ芋量
点 Iべ i主し、 :t 1 州、守「新官与」も定行 3 不す長、」生1 －， ズ月号 ~1民~ l し
τ 、一時イ本刊守止ふ i'j l （ ス至つ T－.. 」（ I原文 l工正守、言ヱア 111 tし字「三7~1
械」昭和 L b 与、岩浴幸浩〉

.ft、フ 1 と丹時刻、？を~l:_ きわめ r －.. 勺はじしう納訳物むあ ） 7 －：..。 a-g 和
ユユ与どう戸、う．占今員寧当ノ号ヲ翻司訳（＇；. 勾可う~.皮/J ＼いきひ‘しく r；： ソ、街T
tK :4 H及c1:辛矢上不可俣乞マフて 1.1 下、乞ミう、ム千与平三 f t 守、 T ，フ干
lレ芥アーいようイサ介業務（＇＼＇柏まソ（ゥラタ十 Iレj高ゐ乞 Aトィキト街訳ミ
ス t ＇／薫香ド折ミ銑っ T--. ffr樹k'} ..；，·‘ら，く j説、が悼守 Z，ん Lいツ

da,. 勾
t



(5) 

J十可て I) ¥ I 、ヘヤ戸ワ、ミス子 ＇） 今前身ヒヴフ ］－；. 世界保ィ下探ィ員，／、説シ
リーだ、円 aft.害房戸、ら I工イ畠ベ必訳与してほ紗今 T ヲシ十一口 1'/ /7 、 ォ、
ーベス＂4采（延黒採択）＼白本忠版協用勺実色探偵 t）、iね~糸、スザレ
ーシ星条 r-；： ν 〆 L O 与イゼ f，足手，...＿ ~fflri, r－－ 。
小今日余撲で tヌ 1／ く、ヤうし 7， 叢書， ....よク "? l丘北イt＇弓 E大求イドム／工作

歩手も t免F音も耳＇＇／釆ん Tイユ乞 p'\' fJ"fi. 和~ 0 ！ヰイてい白不ミステヅ（弓今 7r r, 
7 がち味ィ史 1／、武子なぐ碓E宝 1／、説土庁lずれ抱 d) -i ）かい示し k三七えヲえき
な /ff-_ 砂カ乞な p 子、 t下ず7イ‘主主 \AT－·＇－＇ 勺 7－，・＼楼3茸£史ゃあ不杯予たヲ秒期
作品｛官、 1 T＜＇ 戦前ヲ寸豆奇探イ員小説今西野 1 引 F T, ＜ぃ r－.. 。

三ヱア ti( 乱歩賞〆公募 （＼ 切替 L ちれてゥ魚秒ヲ当主主伴、イユ木千佐子ヲ 「
猶 fまかってけ 7-... _..l p-..: 7 'I ステ 1 7，凡ライ麦会a月却なミスアツたしてパ、λ ト
セラ一戸市リ、前後して「点、 k f泉」など’－ J主ヲイ F- Q t u ，才 tf、て不完本
デ完投戸、千童話f!.. Ifぺえ界 Iスをき場す仁靖夫作品 1-:J:1 (,?:t./z0吾氏推壇 1), tわけが！
存 L- T', h '1 Tぞが、正 1丈、 杯予決こら f てイイ~才十＇＼. i. 註解 3 ・ fc八 ＂＇！ /> ~· し 1主
題 L する本裕吹弘、 }t_~？たいt .£＿，すしも河 1- 械f九＇ l・・はない。不ヂるす宜主主
11 r), 1;え構~勾捧＂＇＼＇ヲーっ r－：‘βマ、主メド糸川イド象 7 /Jt昨芋勢 1-:._ J: う φ妓 1－..、，
r 与、同ニフ（ 1: 向えも可月'trf- わ 17 子、戒，....「点、乞旅_..l i:t~派 t‘！
.} ~－ ＇司寸，－， ;f裕初すイ殺1f- I”も巧る。 （」いうよ ＇｝ r 点、 ι 成 J iて予良 p 之
主え r:i::＂、初子11::} Jう k pて 3 でイ手渚みずれら認内 4 ょう I 之、 /fJ' h 7 かうラ
主張？巧す犯罪砂予費、勺重札~ ~ v ;if 砿推迫田守宇柔ヲ 0 う l>~・月昇＇ ( ¥ 1 ~） 
7,, r－，－· 、デ青？長ヲ行 3 才 /J '{‘ Jj ]: '} （＇ 斬新 T-:.'', 7--Tてめい、 }F.;t_；念？Rミヲ高ぽ“月、ッ
ド‘？色調マ M(-, ( －，す 3いな l I 0 

「ー般的｛工、昭和 3 0 ヰ刈 1•~ki次世主FfL i),gえ勺時代f L 主われ ( ¥_, 3 
〆、失搾 （＂. t 止、 汁件費司バ Tれ七～一一ちま l I I ~，ft＇表作 E 死毛し fく統恥千
三寸1nx_ ，紹す列島治、笹来 ji_イ朱、下~舜E、土星？を夫、鮎 ＇＇（ 哲せヰヲイfd叫
つιifiltえし＼.. ＼：.＂ ~f'}-;t_ふ三氏推控 "E~，じ 4 む弔ううか。将戸、 f -, .1"j 八れヲ
イF 与に、松不‘ 本と俗、足先重吾 t ス rt 件k-3ヰミヒ P千 J；・尋守去来 1 一簡が’号
音〆、 川時期ヲオ白色j、言比企ィ卒 'L ／｝本1 尚えし T みるなう I :;i:＇‘たお附互主主ィ、
iJL－~ミ、‘主五九~－ ＼＇り F ソ t 言、むしう．不手品．サスベ〉え‘ユー乞ア、ぞ
のイモ尋らやうアイ 7' 9 干庄王金 Ij, i~え/l'd弐、みら M.. r九七言うバ J （~弓うう J <
I)_,_ A<; i長「草場千え推理！／寸え勺手三千~ミ」、「幼害月子11 ..J B-6. ホユも 0 I I ) い，
う勾（ -t 正論すがう、 キ勺「イ＂I 人ド今イf. ＇＇券」〆、白玉昼 ，... '!J:.I イ子査ヲ t l, '(,, 

3う，て、 ご内 F手代1 司 ffi.3笠仏説界 （ －， ι め吉行ェイトド・非午 Iベス 'J ¥I • f_~ 
~ァも茎丈 1・、 h 不桝良川‘「白昼守 9t... 角」乍 ι，t t＂~：＞~ミヘブ転？失モ訊＜＇
討、 ヲ「.... 3 0 与A’勺哉fええ （＇， .i!_ 7j 占崎将ヂ、九郎f'-X' ;tc.:r..~~，－K干宜主主から容喝
し 7二ごヒゴ~＂ i 見ても、 J 0 与イi1 L 主主点＼ヲ災時代l t. イ更宜 bヲ 1 －：. 呼称すまフ
il：手当 r；：守 1・・ t7:Ji~~ t ’芦＼，
昭和午 o 年ィザ勺収キ受 f丈、デ奇抜ヲ不埼玉 t宣持」主うーーい t うよ ＇） 、 k

ゐ永井、う±ら Iぺ fjJ.., f.企歌l ’、 J友広レ 1 行ァ 7，、イ下ム志子ょツる‘もしう八一い
広γ1レド、スハ。イ lけた I ＇－ 見当ゴれ -3 • 主”ラうも 2 0 与ィγ｛工、両者 f r大
荻!tr-方、河野興主ら i 工よ 3 て、役右，.，.牛歯央砂 結城島 5ct ら c －.. よフ 1
1岳才をされ「へもう「句〈、民れぞれ生島抱好、三吟ィ紋など（ －，よヲ＼ l;{S 及し
'l l.f く．
昭和 J （ 与 f亡入よ乞、九手卒後ゃ密生 lぇ限らす＼「ミ λ テソイ 1 カ 7

子 1し」 （－.害かれれさま f' 1: ~l ;r:員自て‘辛情 Jrc:： ぞれ 1 l" t. 奥マコ T ぐま，

伊h
d

勺
t



(6) 

そ竹前与． S-0 佐トユ円号 b、与発作l せれ 7－，雑誌.ri;7筋書政l」 l京、樗イ長 1ト談
勺イゼ管九ネ~＼：，して唯控 i)、 tt 乞 u う P千枠7' ＇＂ 史 jもして久し U 勾 （ －，育叉 .l, （「
探偵 1/, t比専門iむ ...J ~）合J初7 ち、当為:0 I主主 1-;. \H 析から E育究J久fi1 予 I吋イf-!o
1-t l バイ，,., Iしし T ¥.I T--！？~＇. -t" .，，で T 新入賞モ設ヴ‘キ i r ら竿 Zlh作
啄7’、ちいよァて密室経為I 7: 再ぴ若手九之主し綿布 -3. • 

h
J
h
h
h
・
、L

ヲ
～
は

p
k
仇
北
半
う
；
う
い

引
‘
槻
推
吠
し
ど

4
b

洋
J

い

3
h
u
t
－
h
c
山
川
・
丈
’

r

い
主
μ
門
技
寸Y
λい
今
、i
い

て
は
ば
小
村
h
m
f
4均身
T

M
れ
子
呼
謹
・
？
に
す
／
－

h
ド
門

マ
不
－
－t
d
t
u〉
し
均
味
4
J

h
自
味
3
く

L

急
対
朗
八
孔

必
－
A
hハ
ド
れ
ぽ
何
時
州
れ
政
府

U
A

’
件
わ
し
ノ
ヘ
マ
ヒ
・
一
れ

か
υ

日
一
府
間
ヴ
説
、
う
リ
ロ
い

向
［
（
次
ー
と
φ
ん
小
h
y子
守

K
P
7
T
4
J
7
i

及
川

1
6
7

、
！
？
｛
，

諭
舟
ヒt
件
て
〈
れ
い
ま
ミ
は

、
評E
1
調
ぐ
R

へ
営
不
は
払

い
カ
挟
血
ハ
庁
、
品
ハ
ド
瞥
方

ど

h
m
J
小
在
V
7
k

尺
点
υ
ζう

す
下
、
北
側
新
て
い
れ
平
氏
ん
い

拘
ま
探
、
う
れ
寸
、
K－
－L－
1・

」

n
Aげ
格
γ
才
拝
巾
人
ほ
う

什
‘
本
・
ヰ
・
足
群
・
酌
牧
し
な

d
r
t
d
L
濯
hい
援
体
か
よ

説
し
」M
Y’
〆
守
司F
犬
し
さ

J巾
功
表
？
笠
ん
づ
庁
。
ド

建
、
高
・l

守
そ
一
説
いv

E

＼
筒
、
’
L

’
、
ト
工
正
九

割
ー
、
T
I

－
－
z－h
l
e
r
t
T

も
一

？
？
、
ヲ
後
小
ヰ
ド
謹
い
ハ
小

白
川
レ
局
長
車
問
、
つ
延
山

h
J認

作
一
比
フ
、
推
、
？
バ
応
唯

夫
3

説
も
『t・
、
下
「
ム
ぽ
u

n
口勾t


